

















































Contents of Family life and Childcare in Home Economics: 































　X 県内の大学 1 校に所属する 1 年生 103 名を対象と
した。回答済質問紙は 86 部を回収した（回収率 83％）。
このうち、外国籍の学生のデータを除いた 85 名分を分
析対象とした。対象者は女性が 62 名、男性が 23 名であっ
た。また、対象者の出身地は、東北エリア（1 県）が 2 名、
関東エリア（2 県）が 2 名、中部エリア（8 県）が 76 名（内
訳は多い順に A 県 31 名、B 県 18 名、C 県 8 名、D 県 6
名、E 県 6 名、F 県 3 名、G 県 3 名、H 県 1 名）、近畿










































































































































ある 79％（67 名） 86％（73 名） 62％（53 名） 81％（69 名）
ない 7％（ 6 名） 2％（ 2 名） 11％（ 9 名） 8％（ 7 名）
覚えていない 14％（12 名） 12％（10 名） 27％（23 名） 9％（ 8 名）












小学生の時 49％（33 名） 19％（14 名） 4％（ 2 名） 16％（11 名）
中学生の時 67％（45 名） 63％（46 名） 28％（15 名） 61％（42 名）
高校生の時 48％（32 名） 64％（47 名） 83％（44 名） 74％（51 名）
覚えていない 12％（ 8 名） 7％（ 5 名） 8％（ 4 名） 3％（ 2 名）

























件数は増加の一途をたどっており、2014 年度は 8 万件
を超えている。これは、児童虐待防止法（児童虐待の
防止等に関する法律）が施行される前年度（1999 年度）
の 7.6 倍である。子どもの貧困については、2009 年の相
対的貧困率が 15.7％となっており、これは経済協力開発











































覚えていない 9％（ 5 名）




















































子どもの衣服を作った 4％（ 3 名）
その他 1％（ 1 名）





その他 2％（ 2 名）






























































































その他 1％（ 1 名）
無回答 4％（ 3 名）
－ 62 － － 63 －
家庭科における家庭保育に関する内容の扱われ方
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